
 

 

 

                               

 

  

  

 

世の中ではチャットＧＰＴなどの

文章を自動で作成したり、会話形式

で疑問に答えてくれる生成ＡＩがい

ろいろなところで導入され活用され

始めています。子どもたちが大人に

なるころには、携帯電話のように日

常生活の中で当たり前に使用する時

代になることが予想されています。 

今年度から県内すべての中学校で

「スタディポケット」というＡＩ

（人工知能）を利用して生徒の学習

をサポートするアプリが導入されま

す。 

生徒が現在使用しているタブレッ

ト端末を使って、ことばやカメラで

撮影した画像などで質問すると、答

えではなく、考え方や解き方、問題を解決するヒントを与えてくれるものです。 

〇インターネットでの検索との違いは？ 

・人間相手に近い会話する形で質問することができる。 

・会話形式で質問するため、「質問する力」、「聞かれたことに答える力」が身に付く。 

・キーワードだけでなく、写真や音声からも質問できる。 

・結果だけでなく、ヒントや考え方を教えてくれるので、「自分で考える力」が身に付く。 

〇どのような場面で使えるの？ 

・家庭学習の場面で分からないことを教えてもらう。 

・学校の授業でのもう一人の教師として質問に答えてもらう。 

・ペアやグループで学習するときの意見を出すなどサポートしてもらう。 

〇どのようなことに気を付けて使えばいい？ 

・個人情報やプライバシーに関する情報を入力しない。 

・ＡＩのメリット、デメリットを考えて使う。 

・出てきた情報を鵜呑みにせず、ほかの情報と照らし合わせて確かめる。 

・ＡＩから出てきた答えをそのまま使用しない。（著作権、マナーの問題、不正行為） 

 ６月３日（火）に全校生徒にこのアプリを使う意味、使い方、注意点などを説明し、実際に使って

もらいました。 

このアプリは生徒のタブレットを使えば、家庭でも使用できます。保護者の皆様はぜひ、お子様の

タブレットを借りて試してみていただければと思います。 

これを有効に活用して生徒の「本当の意味での学力」が向上するように、生徒と一緒に新たな授業

づくりに取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

５月２１日（水）～２３日（金）２泊３日で京都、大阪方面に修学旅行

に行きました。生徒が考えたテーマは「技術を持ち帰れるのは僕たちだけ

だ！！～地元を発展させよう～」です。 

１日目は京都市内を２つの班に分かれて自分たちが事前に選んだ場所を

タクシーで回りました。金閣寺、清水寺などの歴史的な遺産に触れたり、京

都に住む方々や観光で訪れた方々と接したりする中で上関では感じること

のできない貴重な経験をしまし

た。 

２日目は大阪万博を訪れました。日本や世界各国のパビリオン

を回り、新たな技術や世界の文化に触れることができました。こ

こでの学びを生かして、上関をよりよくするための具体策を考え

ていきます。 

３日目はＵＳＪを満

喫しました。さまざまな

アトラクションを仲間と楽しむ中でよい思い出が作れたのでは

ないかと思います。 

３日とも、ふるさと上関とは違う環境で様々なものを見聞き

する中で、上関の良さ、上関を発展させるための自分たちなりの

ヒントを得たのではないかと思います。 

 

 

 

２１日（水）室津港に寄港した朝鮮通信使船を１、２年生で

見学しました。（３年生は修学旅行中で残念でしたが）観光協会

の安田さんや朝鮮通信使船の乗組員の方から朝鮮通信使の歴

史や船のことについて教えていただき、復元された船を見るこ

とで、上関の歴史を肌で感じる貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

２７日（火）に環境委員会の企画で、一人ひとりが自分の通学路

のごみを拾って登校する取組を行いました。前日にごみ袋が配付さ

れ、それぞれが通学路に落ちているごみを拾って登校し、昇降口で

分別をしました。まったくごみがなかったと嬉しそうに伝える生徒、

針金やビニールシートの切れ端などがあったと答える生徒、たばこ

の吸い殻が多かったと困った表情で答える生徒など様々でした。日頃、お世話になっている通学路に目を

向けるいい機会となりました。 

 

紙面の都合で紹介することができませんでしたが、２８日（水）には小中合同引き渡し訓練を行いまし

た。平日にも関わらず、多くの保護者の方にご協力いただきました。いざというときの対応を確認するよ

い機会となりました。ありがとうございました。 
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自分とふるさとに誇りをもち、 

未来を生き抜く“チカラ”の育成 

育む教育の推進 
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